
ど
の
よ
う
に
し
て 

ノ
ル
ウ
エ
ー
人
が
市
役
所
裏
に 

米
倉
安
雄 

  

松
阪
に
、
遥
か
北
欧
か
ら
ノ
ル
ウ
エ
ー
人
が
や
っ
て
来

て
、
宅
地
建
物
を
取
得
し
て
住
み
着
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
道
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
と
は
、
一
五
八
八
年
に
蒲
生

氏
郷
が
開
府
し
て
以
来
、
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
九
四
九
年
八
月
、
ベ
ル
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
ノ
ル
ウ
エ

ー
福
音
ル
ー
テ
ル
自
由
教
会
の
総
会
は
、
日
本
伝
道
を
決

定
し
た
。
毛
沢
東
の
革
命
下
に
あ
っ
た
中
国
大
陸
に
お
け

る
同
教
会
宣
教
活
動
の
転
進
で
あ
っ
た
。 

 

松
阪
の
市
民
に
と
っ
て
馴
染
み
深
い
人
に
な
っ
て
い
く

ペ
ー
ル
・
キ
ブ
レ
宣
教
師
夫
妻
が
、
神
戸
港
に
着
い
た
の

は
、
一
九
五
〇
年
二
月
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
弱
冠
二

十
六
歳
の
新
婚
夫
婦
で
あ
っ
た
。 

続
い
て
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
、
当
時
三
十
三
歳
で

あ
っ
た
ロ
ル
フ
・
グ
ー
ド
イ
宣
教
師
夫
妻
が
、
同
年
十
二

月
十
九
日
に
は
シ
グ
ル
ド
・
ア
ス
ケ
宣
教
師
夫
妻
が
、
神

戸
港
に
到
着
し
た
。 

 

彼
ら
で
構
成
す
る
ノ
ル
ウ
エ
ー
福
音
ル
ー
テ
ル
自
由
教

会
日
本
伝
道
団
（
シ
グ
ル
ド
・
ア
ス
ケ
団
長
）
は
、
日
本

に
お
け
る
宣
教
地
を
選
定
す
る
た
め
に
、
神
戸
を
拠
点
に

し
て
、
鳥
取
県
、
淡
路
島
、
兵
庫
県
、
三
重
県
に
出
向
い

て
必
要
な
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
重
県
を
対
象

地
域
と
定
め
、
松
阪
を
拠
点
に
し
て
伝
道
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
と
し
た
。 

 

一
九
五
一
年
三
月
、
ア
ス
ケ
宣
教
師
は
グ
ー
ド
イ
宣
教

師
と
キ
ブ
レ
宣
教
師
を
伴
っ
て
、
宇
治
山
田
市
（
現
伊
勢

市
）
に
あ
る
日
本
基
督
教
団
山
田
教
会
に
冨
山
光
慶
牧
師

を
訪
ね
た
。「
三
重
県
こ
そ
、
日
本
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
伊
勢
神

宮
が
あ
り
、
日
本
伝
道
の
た
め
に
最
も
大
事
な
と
こ
ろ
と

知
っ
て
、
ぜ
ひ
こ
こ
で
伝
道
し
た
い
」
と
い
う
の
が
、
訪

問
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
「
伝
道
す
る
の
な
ら
、

ど
ん
な
教
派
で
も
大
歓
迎
」
と
い
う
姿
勢
の
冨
山
牧
師
は

「
異
存
は
な
い
」
と
応
対
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
が
、
同
教
会
の
会
員
で
、
大
王
町
（
現
志
摩

市
大
王
町
）
波
切
に
住
む
山
本
丈
喜
知
氏
（
元
満
州
国
チ

チ
ハ
ル
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
会
員
、
戦
後
引
揚
者
）
の
キ
ブ

レ
宣
教
師
に
対
す
る
熱
心
な
伝
道
誘
致
要
望
と
相
俟
っ
て
、

後
に
キ
ブ
レ
宣
教
師
が
松
阪
を
拠
点
と
し
て
行
う
志
摩
地

方
へ
の
伝
道
活
動
を
推
進
す
る
端
緒
と
な
っ
た
。 

 

続
い
て
、
同
年
五
月
、
ア
ス
ケ
宣
教
師
は
、
グ
ー
ド
イ

宣
教
師
と
キ
ブ
レ
宣
教
師
を
伴
っ
て
、
拠
点
づ
く
り
の
調

査
を
す
る
た
め
松
阪
に
入
っ
た
。
松
阪
に
は
、
戦
前
か
ら
、

商
業
通
り
（
松
阪
市
殿
町
）
に
日
本
基
督
教
団
松
阪
教
会

が
あ
る
。
三
人
の
宣
教
師
は
、
ま
ず
、
同
教
会
の
河
村
斎

美
牧
師
（
元
満
州
国
奉
天
教
会
牧
師
、
戦
後
引
揚
者
）
を

訪
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。 

 

松
阪
に
入
っ
た
日
、
三
人
の
宣
教
師
は
愛
宕
町
に
あ
っ

た
高
級
割
烹
旅
館
「
む
さ
し
」
に
宿
泊
し
た
。
売
春
防
止

法
施
行
の
七
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、「
む
さ
し
」
は
ネ
オ
ン

が
輝
く
遊
郭
の
真
ん
中
に
、
純
日
本
風
木
造
建
築
三
階
建

て
の
威
容
を
誇
っ
て
い
た
。 

 

翌
朝
、
グ
ー
ド
イ
宣
教
師
は
「
む
さ
し
」
の
近
く
に
あ

っ
た
間
瀬
理
髪
店
へ
調
髪
に
出
掛
け
た
。
そ
の
と
き
、
理

髪
店
の
棚
に
聖
書
が
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
驚
く
の

で
あ
る
。
覚
束
な
い
日
本
語
で
マ
ス
タ
ー
の
間
瀬
さ
ん
に

尋
ね
る
と
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
か

ら
訪
ね
よ
う
と
し
て
い
る
日
本
基
督
教
団
松
阪
教
会
の
信

徒
で
あ
る
と
い
う
。
グ
ー
ド
イ
宣
教
師
の
心
は
熱
し
た
。

「
わ
ず
か
人
口
四
万
人
の
こ
の
古
い
城
下
町
に
も
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
居
る
。
こ
の
人
と
会
え
た
の
は
、
決
し
て
偶

然
で
は
な
い
」
。 

 

河
村
牧
師
を
訪
問
し
た
三
人
の
宣
教
師
は
、
同
牧
師
の

温
か
い
接
遇
と
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
態

度
に
深
く
感
じ
入
っ
た
。
北
欧
か
ら
東
の
果
て
「
日
本
」

に
渡
来
し
た
宣
教
師
た
ち
が
、
河
村
牧
師
の
キ
リ
ス
ト
に

あ
る
徳
と
懐
の
深
い
親
切
に
触
れ
、
松
阪
を
三
重
県
に
お

け
る
宣
教
活
動
の
拠
点
と
す
る
考
え
方
を
揺
る
ぎ
な
い
も

の
と
し
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

河
村
牧
師
は
協
力
を
引
き
受
け
て
、
宅
地
建
物
取
引
業

者
の
店
舗
に
、
売
り
物
件
を
探
し
に
出
掛
け
た
。
そ
の
結

果
、
出
て
き
た
の
が
市
役
所
裏
に
位
置
す
る
松
阪
市
殿
町

一
三
三
一
番
地
の
、
現
在
、
松
阪
ル
ー
テ
ル
教
会
が
建
っ

て
い
る
敷
地
一
〇
八
四
・
二
九
平
方
米
＝
三
二
八
坪
と
牧

師
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
和
風
建
築
の
家
屋
で
あ
る
。

そ
の
物
件
を
、
一
九
五
一
年
九
月
二
一
日
、
ノ
ル
ウ
エ
ー

福
音
ル
ー
テ
ル
自
由
教
会
は
、
七
五
万
円
相
当
の
二
万
五

千
ク
ロ
ー
ネ
で
取
得
し
た
。
為
替
レ
ー
ト
は
固
定
で
一
ド

ル
三
六
〇
円
、
カ
レ
ー
う
ど
ん
が
一
人
前
四
十
五
円
の
時

代
で
あ
っ
た
。 

 

ア
ス
ケ
宣
教
師
は
、
松
阪
へ
宣
教
師
を
派
遣
す
る
に
先

立
ち
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
に
経
験
豊
富
な
日
本
人

牧
師
の
招
聘
を
求
め
て
、
有
資
格
者
の
割
愛
を
懇
請
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
一
九
五
一
年
十
月
、
武
井
正
悟
牧
師
（
一

九
三
一
年
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
専
門
学
校
卒
）
が
松
阪
ル



ー
テ
ル
教
会
初
代
牧
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
武
井
牧
師
は
、

松
阪
に
お
け
る
三
年
間
、
卓
越
し
た
手
腕
を
も
っ
て
牧
会

と
伝
道
活
動
に
当
た
る
と
と
も
に
、
ペ
ー
ル
・
キ
ブ
レ
宣

教
師
の
幅
広
い
活
動
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

青
年
宣
教
師
ペ
ー
ル
・
キ
ブ
レ
が
、
妻
ト
ル
ウ
エ
ル
と

ま
だ
ほ
ん
の
赤
ん
坊
で
あ
っ
た
長
女
イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
を
伴

っ
て
松
阪
に
赴
任
し
た
の
は
、
一
九
五
一
年
の
秋
も
深
ま

っ
た
十
一
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

一
年
間
、神
戸
に
住
ん
で
日
本
語
の
習
得
に
励
む
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
備
え
て
い
た
二
人
は
、
そ
の
日
の
朝

早
く
、運
送
店
の
ト
ラ
ッ
ク
に
蔵
書
と
世
帯
道
具
を
積
み
、

日
本
人
運
転
手
の
横
に
乗
り
込
ん
だ
。
神
戸
を
発
っ
て
大

阪
で
国
道
一
号
線
に
入
り
、
鈴
鹿
峠
を
越
え
て
関
か
ら
伊

勢
街
道
別
道
を
通
り
津
に
抜
け
、
そ
こ
か
ら
伊
勢
街
道
に

入
り
六
軒
を
経
て
松
阪
に
至
る
の
で
あ
る
。 

 

戦
後
間
も
な
い
当
時
は
、
幹
線
道
路
で
さ
え
も
一
般
道

で
、
ま
だ
改
良
の
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
車
の

す
れ
違
い
が
侭
に
な
ら
な
い
ほ
ど
幅
員
が
狭
く
、
し
か
も

ほ
と
ん
ど
舗
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
道
路
と
は
こ
ん
な

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
晩
秋
の
鈴
鹿

峠
越
え
は
、
馬
子
唄
を
口
ず
さ
み
た
く
な
る
よ
う
な
風
情

の
あ
る
道
中
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
北
欧

か
ら
や
っ
て
来
た
嬰
児
連
れ
の
二
人
に
と
っ
て
は
、
決
し

て
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
そ
の
日

の
峠
付
近
は
厚
い
雨
雲
に
覆
わ
れ
て
暗
く
、
ト
ラ
ッ
ク
は

猛
烈
な
土
砂
降
り
に
襲
わ
れ
た
。 

 

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
激
し
く
叩
く
雨
に
前
方
の
見
通
し

は
悪
く
、
山
岳
道
路
の
走
行
は
不
安
で
あ
っ
た
。
突
然
、

ト
ル
ウ
エ
ル
夫
人
が
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
で
歌
い
は
じ
め
た
。 

 

「
雨
を
降
り
注
ぎ 

恵
み
た
も
う
と 

 
 

神
は
愛
を
も
て 

誓
い
た
ま
え
り 

 
 

夕
立
の
ご
と 

あ
ま
つ
恵
み
を 

 
 

イ
エ
ス
よ
今
こ
こ
に 

注
ぎ
た
ま
え
や
」 

 

日
本
人
運
転
手
の
脇
で
、
ま
だ
日
本
語
が
不
自
由
な
若

い
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
夫
婦
は
、
心
細
い
思
い
を
し
た
に
違
い

な
い
。
後
年
、
ペ
ー
ル
・
キ
ブ
レ
宣
教
師
が
語
っ
た
次
の

言
葉
に
過
ぎ
た
日
の
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
や
っ
と
、
こ
れ
か
ら
住
む
こ
と
に
な
る
松
阪
の
家
に

着
き
ま
し
た
ら
、
河
村
先
生
の
お
嬢
さ
ん
た
ち
が
門
の
前

に
並
ん
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
見
た
と

き
、
ほ
ん
と
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
雨
に
濡
れ

た
家
具
を
乾
い
た
雑
巾
で
拭
い
て
く
れ
た
ん
で
す
。
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
ね
。
」 

 

い
よ
い
よ
ペ
ー
ル
・
キ
ブ
レ
宣
教
師
の
活
動
が
始
ま
っ

た
が
、
そ
の
一
ヶ
月
後
、
十
二
月
十
七
日
の
夜
、
松
阪
大

火
が
発
生
し
て
、
若
い
二
人
を
震
撼
さ
せ
た
。 

そ
の
夜
は
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、
堀
坂
お
ろ
し
が
吹
き
荒

（
す
さ
）
ん
で
い
た
。
湊
町
に
あ
っ
た
市
立
第
二
小
学
校

か
ら
出
た
不
審
火
は
、
強
風
に
煽
ら
れ
て
瞬
く
間
に
広
が

り
、
戦
災
を
免
れ
た
城
下
町
も
、
南
の
市
街
地
七
百
三
十

七
戸
を
焼
失
し
、
三
千
五
百
六
十
五
人
の
罹
災
者
を
出
し

た
。
こ
の
大
火
で
、
そ
の
年
の
初
夏
、
ア
ス
ケ
宣
教
師
た

ち
三
人
の
宣
教
師
が
宿
泊
し
た
割
烹
旅
館「
む
さ
し
」も
、

グ
ー
ド
イ
宣
教
師
が
調
髪
し
た
間
瀬
理
髪
店
も
焼
失
し
た
。 

 

翌
日
か
ら
、
救
援
活
動
に
懸
命
に
奉
仕
す
る
北
欧
人
青

年
の
姿
に
、
市
民
の
目
が
注
が
れ
た
。
松
阪
ル
ー
テ
ル
教

会
と
ペ
ー
ル
・
キ
ブ
レ
宣
教
師
の
存
在
が
、
市
民
の
間
に

広
く
知
ら
れ
て
い
く
は
じ
め
で
あ
っ
た
。 

  

ペ
ー
ル
・
キ
ブ
レ
宣
教
師
が
一
九
九
一
年
に
日
本
を
去

る
ま
で
の
四
十
一
年
間
に
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
・
ル
ー
テ
ル
自

由
教
会
が
建
設
し
た
教
会
は
、
四
日
市
、
津
、
美
杉
（
地

元
篤
志
家
に
よ
る
寄
贈
）
、
松
阪
、
大
王
（
志
摩
）
、
東
垂

水
（
神
戸
）
に
あ
る
。
今
で
は
、
神
戸
ル
ー
テ
ル
神
学
校

な
ど
牧
師
養
成
機
関
で
育
成
さ
れ
た
邦
人
牧
師
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
ル
タ
ー
派
北
欧
敬
虔
主
義
に
立
つ

キ
リ
ス
ト
教
会
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
遂
行
し
て
い
る
。 

 

二
〇
〇
四
年
の
秋
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
王
国
は
、
ペ
ー
ル
・

キ
ブ
レ
元
宣
教
師
の
東
洋
に
お
け
る
長
年
の
功
績
を
、
叙

勲
を
も
っ
て
顕
彰
し
た
。
八
〇
歳
に
し
て
矍
鑠
（
か
く
し

ゃ
く
）
と
し
た
キ
ブ
レ
老
牧
師
は
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き

た
ト
ル
ウ
エ
ル
夫
人
を
伴
い
、
ク
ラ
ゲ
ロ
の
自
宅
か
ら
オ

ス
ロ
ま
で
二
百
キ
ロ
の
道
の
り
を
愛
車
を
走
ら
せ
た
。
正

装
し
た
夫
妻
は
揃
っ
て
宮
殿
に
参
内
し
、
国
王
陛
下
ハ
ラ

ル
ド
五
世
に
拝
謁
し
た
の
で
あ
る
。 

な
お
、
二
〇
一
八
年
五
月
三
十
一
日
現
在
、
キ
ブ
レ
牧

師
は
九
十
四
歳
ト
ル
ウ
エ
ル
夫
人
は
九
十
三
歳
で
、
ノ
ル

ウ
エ
ー
王
国
ク
ラ
ゲ
ロ
に
あ
る
老
人
介
護
施
設
に
入
居
さ

れ
て
お
り
、
と
て
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す
。 

 

（
本
稿
は
、「
松
籟
」
第
十
八
号
＝
平
成
十
七
年
十
二
月
刊

＝
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
を
新
資
料
に
よ
り
加
筆
訂
正
し
た

も
の
で
す
。）[

よ
ね
く
ら 

や
す
お
。
日
本
基
督
教
団
銀

座
教
会
会
員
、
松
阪
ル
ー
テ
ル
教
会
元
会
員
。]

 
 


